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春のアブラゼミ 第１日目 「前置詞＋名詞」を切り分けろ！①

組（ ）番号（ ） 氏名（ ）

In the history of civilization advances in practical invention

undoubtedly preceded progress in the theoretical knowledge of the

phenomena concerned with such practical invention.

【九州大】

和訳

参考
・civilization = （名）文明
・advance = （自動）進歩する／（名）進歩・発展
・practical = （形）実用的な
・invention = （名）発明
・undoubtedly = （副）疑いなく、確かに、明らかに
・A precede B=（他動）ＡはＢに先行する、Ａの方がＢよりも先に来る
・progress =（自動）進歩する／（名）進歩・発展
・theoretical =（形）理論的な
・knowledge =（名）知識
・phenomena =（名）現象
・concern =（他動）と関係させる、関わりがある

英語は並び方が命！（５文型）

１．主語＋どうした
２．Ａ＝Ｂ
３．主語＋どうした＋何を
４．主語＋どうした＋誰に＋何を
５．主語＋どうした＋何を＋どの様に（何に＋どの様なことを）

◎英語は語の並び方が命！自分が読んでいる英文がどの文型で書かれているかをいつも考える。
◎「英語が読める」とは、動詞を見たらその直後の語順が分かることだ。

英文の読み方

１．前置詞＋名詞は他の部分から切り分けて形容詞か副詞かを考える。
２．and、but、or が出てきたら直後に注目し、直前に同じ形を探す。
３．a、an、the が出てきたら名詞を探す。
４．助動詞の後ろには動詞がある。be ～ to や～ to を助動詞考えれば簡単に動詞が見つかる。
５．文中副詞の後ろには(一般)動詞がある。文中副詞のほとんどが「－ ly」の形をしている。
６．文異常だと思ったら、倒置・省略・挿入を疑え！文頭に前置詞＋名詞があり、直後に動詞があれば倒置。
７．A of B が出てきたら「B が A する」「B を A する」「B の持つ A」「B という A」「A の B」を特定する。
８．that、-ing、to-が出てきたら「名詞」「形容詞」「副詞」を特定する。, -ing のコンマ(,)の省略に注意。

英文の読み方

１．前置詞＋名詞は他の部分から切り分けて形容詞か副詞かを考える。
２．and、but、or が出てきたら直後に注目し、直前に同じ形を探す。
３．a、an、the が出てきたら名詞を探す。
４．助動詞の後ろには動詞がある。be ～ to や～ to を助動詞考えれば簡単に動詞が見つかる。
５．文中副詞の後ろには(一般)動詞がある。文中副詞のほとんどが「－ ly」の形をしている。
６．文頭に前置詞＋名詞があり、直後に動詞があれば、完全逆転型の倒置。
７．文頭に否定語があり、直後が疑問文の並び方なら、疑問文型の倒置。
８．省略は「同型反復」に注目すればすぐ分かる。
９．A of B が出てきたら「B が A する」「B を A する」「B の持つ A」「B という A」「A の B」を特定する。
１０．that、-ing、to-が出てきたら「名詞」「形容詞」「副詞」を特定する。, -ing のコンマ(,)の省略に注意。
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先ず、文中副詞 undoubtedly の直後にある preceded が本動詞だと分かる。
ならば preceded の前に主語である名詞があるはず。

① in <the history> of <civilization> 文明の歴史の中で

② in <the history> of <civilization advances> 文明進展の歴史の中で

②の様に考えると主語がなくなるので、①が正解だと分かる。さらに advances も progress も同意語で「進歩・発展
・前進・進展・普及」。そこから、対比・対照・対立させられているのが「実用的な発明の普及」と「それについての
論理的な知識の普及」だと分かる。あとは concerned 以下が phenomena を飾る形容詞だと分かればこっちのモノ。

In <the history>of<civilization>
advances undoubtedly preceded progress

主 先行する 何に

in practical invention in <the theoretical knowledge>of<the phenomena>

concerned with such practical invention

見取図を見ると、主語にも目的語にも、同じ「in ＋名詞」の飾りがついていて、とてもきれいな symmetric（左右対
称）な構造になっているのが分かる。この美しさが分かるようになれば、君の英語力は大したモノだ。

注意すべきは concerned の「-ed」。これはＥＴの法則の所で習ったね。過去分詞から始まる２語以上の飾りは名詞の
後ろに付く。そして、飾りから先に訳したね。

a book the phenomena

written in English concerned with such practical invention

英語で書かれた本 その様な実用的な発明と関係のある現象

【全訳例】文明の歴史の中で、実用的な発明が普及する方が、その（実用的な発明に関連する）現象につての
論理的な知識が普及するよりも、先に来ることは疑いのないことである。


